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＜連絡事項＞
・本日16:00～定期心電図検査実施しています。

＜患者様連絡事項＞
・瀧澤　杏奈様～本日母様の面会あり、12/8(土)13:00～12/9(日)13:00の外泊希望されて
います。主治医へ申請済です。

・巴　勇樹様～本日朝食後より、頭痛を訴えています。感冒症状は見られていませんが、
活気無く、OT欠席し臥床されています。主治医へ報告し、予測指示(頭痛時)薬のカロナール2回分処方となっています。予測指示で納まらない様子であれば、感冒薬を検討との事です。

・越後　京子様～本日10:30療養環境変更目的にて、東病棟Aユニット16号室北病棟303
号室へ転入となっています。

＜要注目患者様＞
・齊藤　光枝様～本日、朝食は拒否無く移動し、全量摂取されています。食後、本人様より訴えあり1階トイレへ誘導、排尿・便確認しています。昼食時は具合が悪いと離床せず、不食となっています。振戦は持続していますが、介助を要する頻度は減少傾向にあります。引き続き、ADL低下を防ぐ関わりをしていきましょう。排泄に関しては、毎食後(帰棟前)、1階トイレへの誘導を行っていきましょう。

・立桶　真樹子様～昨日は3回疼痛時の予測指示薬を服用していました。本日は起床後より「兄から(昨日面会されている)風邪をうつされたかもしれない。」・「血が出る程の咳をしていた(事実は無い)。」などと言い、喉の違和感を訴えていました。バイタルサインの異常はありません。朝食後も落ち着かないと訴え、予測指示薬のソラナックス服用していますが、作業療法には参加出来ています。自身の都合に合わせた解釈をする傾向が見られますので、訴えを傾聴する際には、極力1対1とならないよう協力していきましょう。

・大上　なみ様～顔面の発赤は額部・側面へ広がっており、本人様より「かゆい」・「フラフラする」などの訴え聞かれています。皮膚科受診し、エリトマトーデス疑いとのことで、本日の夕よりプレドニゾロン(5)3T 3×1処方となっています。体熱感もあり11:00体温 37.4℃。クーリング施行しています。その後38.1℃迄発熱あり、馬渡医師へ状態報告し発熱時カロナール(200)2T処方となっています。引き続き状態密に観察していきましょう。

・吉田　周治様～特に不調の訴えは無く、落ち着いて過ごされています。本人様は、周囲の騒音や頻回な排泄のため、中途覚醒が何度かあると言われていましたが、夜間の中途覚醒は見られていません。プログラム等へも、拒否無く参加出来ています。引き続き、精神症状観察を継続していきましょう。

＜皮膚科診察＞
・松谷　和也様～処置継続。デルモゾールＤＰ軟膏2本、ロコイド軟膏1本処方となっています。

・佐々木　淳様～右下腿に新たな水疱あり。右下腿の前面の表皮剥離とも、ゲンタマイシン軟膏塗布しガーゼ保護の指示あります。

・原　吉郎様～両下肢の急性蕁麻疹には、タベジール2Ｔ×朝・夕処方となっています。両
手首の慢性湿疹へは、デルモゾールＤＰ軟膏1本処方となっています。

・松川　久雄様～処置継続。ケルガー液1本処方となっています。

・山口　富造様～処置継続。デルモゾールＤＰ軟膏2本処方となっています。

・三上　勇様～処置継続。デルモゾールＤＰ軟膏2本処方となっています。

・五日市　規様～処置継続。テルビナフィンクリーム1本処方となっています。

・成田　富士子様～顔面の脂漏性皮膚炎は処置継続。両手の乾燥を訴え、ヘパリンクリーム1本処方となっています。

・吉田　周治様～処置継続。次回12/20(木)です。

・大上　なみ様～顔面の発赤はエリトマトーデスの疑いあり、本日の夕よりプレドニゾロン(5)3T 3×1処方となっています。次回12/10(月)診察予定です。

＜安ヶ平Drケース検討・診察状況＞
・中川原　義雄様～軽躁状態も徐々に落ち着いてきています。しつこい話し掛けも、目立たなくなっています。日課への取組みには支障ありません。引き続き、精神症状と夜間の睡眠状況を観察していきましょう。

・三上　勇　様～食事・プログラムへの移動時に、歩行器を忘れて移動しようとする事が増えています。歩行器を使用するよう介入していきましょう。先日妄想に左右され、役所へ行くと単独で外出しようとすることあり、介入要していました。引き続き、現在のADLを低下させないよう、安全に生活できるよう関わっていきましょう。

・上村　みわ様～今週はプログラムに参加する事が概ね出来ています。下着は、私物発注にて売店へ依頼してありますので、届いた際は、弟様が届けたこととし本人様へ渡しましょう。

・滝田　英人様～独語のトーンが大きくなることもありますが、トラブル無く経過してい
ます。先日は、スタッフ付き添い外出し、衣類・スリッパ購入していま
す。外出時は、同行したスタッフを気遣う言動も見られていました。引
き続き、精神症状観察し、他者トラブルに注意していきましょう。

処方変更や指示の変更はありません。

＜転入患者様情報＞
氏名：越後　京子様（69）　入院形態：任意入院　　　主治医：田名部Ｄｒ
主病名：反応性精神病
身体合併症：慢性動脈閉塞症・肝機能障害・アトピー皮膚・脱毛症   

入院までの経過： H15年1月の正月に、長年別居している夫の父（舅）が高いし、それらの葬儀の様子を娘から聞いた後から本人不安定となり、言動がおかしくなった。H15年2月中旬より、本人緘黙し不食。何も話さず、食べさせようと口に食べ物を持っていくが緘口して拒食。夜になると、「舅の魂で殺される」「怖いのが（死者の魂）来た」と騒ぎ、立ったり坐ったりと落ち着きがなく歩き回り、ストーブを消し、窓を全開にして部屋を寒くするなど奇異な行為をとって、全く疎通が取れなくなった。以上の状況から、H15年2月25日、本人、弟氏、母氏同行にて当院受診。精神症状再燃の為、入院加療が必要だが、本人と意思疎通が取れず、本人が入院の必要性が理解できないことから、同日医療保護入院となった。

・キーパーソン：北田　謄様(弟) 090-2278-2105…①　
北田　弘子（弟嫁）080-5220-17604915…②
・緊急時：八戸赤十字病院搬送希望
・作業：午前（月・水・金）午後（火・木）　
・GAF：未採点
・ＡＤＬ：自立　　
・食事形態：常食　
・洗濯：業者洗濯
・ＩＦオーダー：なし 
・嗜好品：売店利用(私物発注にて1万円以内/1ヶ月)
・退院先：本人・弟様ともに施設入所を希望 
・受け持ち：未決
・皮膚科：脱毛症ありフロジン塗布(1日1回)
・ロッカーの鍵はスタッフ管理
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